
 

 

令和５年度 第２回 島根県道路メンテナンス会議 

 

 日時：令和６年３月１５日（金） 

  13：30 ～ 15：15 
 場所：松江国道事務所３階大会議室 

  （ＷＥＢ会議の併用） 

 

議 事 次 第 

 

 ○ 開 会 

 ○ 挨 拶 

 ○ 議 事 

１．令和６年度道路関係予算概要について 資料－１ Ｐ． １ 

２．定期点検要領の改訂について 資料－２ Ｐ．１６ 

３．点検支援技術の活用事例と課題について 資料－３ Ｐ．２９ 

４．自治体支援の取組について 資料－４ Ｐ．４４  

５．連絡調整  

 ○ 閉 会 



役職 氏名

会長 国土交通省中国地方整備局 松江国道事務所長 近藤　弘嗣 対面

副会長 国土交通省中国地方整備局 浜田河川国道事務所長 （代理出席） 副所長 安部　正和 対面

道路管理課長 佐藤　篤 対面

専門調査官 上本　孝文 WEB

維持修繕係長 守川　佑奈 WEB

国土交通省中国地方整備局 三次河川国道事務所長 （代理出席） 副所長 藤原　康史 WEB

道路管理課長 河野　和典 WEB

建設専門官 島田　知和 WEB

保全企画係長 西林　美里 WEB

副会長 島根県土木部道路維持課 道路維持課長 大野　利博 対面

島根県土木部技術管理課 長寿命化推進室長 高木　清 対面

副会長 西日本高速道路株式会社中国支社 松江高速道路事務所長 （代理出席） 副所長 中畦　耕史 対面

西日本高速道路株式会社中国支社 千代田高速道路事務所長 （代理出席） 統括課長 中野　将宏 WEB

松江市 都市整備部長 （代理出席） 建設総務課　係長 岩見　辰也 対面

建設総務課　主任 野々村　智里 対面

浜田市 都市建設部長 （代理出席） 維持管理課　係長 藤下　賢二 WEB

出雲市 都市建設部長 （代理出席） 道路建設課　主幹技師 桑原　義美 対面

道路建設課　技師 三成　隼介 対面

益田市 建設部長 （代理出席） 土木課長 青柳　修 WEB

土木課　参事 野坂　淳 WEB

土木課　長寿命化係長 河野　龍一郎 WEB

土木課　副主任技師 河野　明裕 WEB

大田市 建設部長 （代理出席） 土木課　係長 室田　等 対面

土木課　主任技師 角　芳則 対面

安来市 建設部長 （代理出席） 係長 森　大輔 WEB

江津市 建設部門参事 （代理出席） 土木建設課　課長 井上　俊哉 WEB

土木建設課　主任 青木　真人 WEB

雲南市 建設部長 （代理出席） 建設工務課　主任主事 今岡　亮 対面

建設総務課　主任主事 大野　哲敬 対面

奥出雲町 建設課長 （代理出席） 建設課　課長補佐 前田　朝輝 対面

建設課　主任主事 木地谷　航 対面

飯南町 建設課長 森山　篤 対面

川本町 地域整備課長 伊藤　広龍 WEB

係長 石橋　健一 WEB

美郷町 建設課長 （代理出席） 主任 林　幹樹 WEB

邑南町 建設課長 上田　修 WEB

津和野町 建設課長 安村　義夫 WEB

係長 川崎　優一 WEB

吉賀町 建設水道課長 （代理出席） 主任 北川　尊将 WEB

海士町 環境整備課長 （代理出席） 主任主事 竹村　昭平 WEB

西ノ島町 環境整備課長 山崎　英明 WEB

知夫村 建設課長 （代理出席） 主任 口村　将太 WEB

隠岐の島町 建設課長 （代理出席） 課長補佐 岸本　則和 WEB

専門幹 藤川　輝貴 WEB

国土交通省中国地方整備局 中国技術事務所長 （代理出席） 副所長 熊中　龍彦 WEB

国土交通省中国地方整備局中国道路メンテナンスセンター センター長 荒木　勲 WEB

公益財団法人島根県建設技術センター 理事長 井田　悦男 WEB

国土交通省中国地方整備局　道路部 地域道路調整官 （代理出席） 地域道路課長補佐 浅井　順一 WEB

国土交通省中国地方整備局　道路部 道路保全企画官 高口　敏弘 WEB

道路構造保全官 塚本　勝幸 WEB

道路構造保全官 蔵本　直行 WEB

技術課長 山本　順也 対面

副所長 伊藤　法政 対面

課長 中尾　真也 対面

保全対策官 高橋　大輔 対面

課長補佐(道路維持) 伊原　崇 対面

係長 池谷　雅美 対面

統括課長 福本　薫 対面

事務局

所属 役　職 氏名

国土交通省中国地方整備局　松江国道事務所　管理第二課

国土交通省中国地方整備局　松江国道事務所

島根県土木部　道路維持課

西日本高速道路株式会社中国支社　松江高速道路事務所　統括課

国土交通省中国地方整備局中国道路メンテナンスセンター

令和５年度　第２回　島根県道路メンテナンス会議　出席者名簿

参加方法
代理出席者

オブザーバー
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資料－１

１．令和６年度道路関係予算概要について

1



令和６年度 予算概要

道路保全企画Gからの連絡事項

2



令和６年度道路関係予算総括表

令和6年度 道路関係予算概要(R6.1） 抜粋 3



公共事業関係費（政府全体）の推移

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋 4



道路関係直轄予算の推移

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋 5



令和６年度 主要施策の基本方針

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋 6



令和６年度 道路関係予算概要（予防保全型メンテナンスへの本格転換）

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋 7



令和６年度 道路関係予算概要（予防保全型メンテナンスへの本格転換）

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋 8



令和６年度 道路関係予算概要（予防保全型メンテナンスへの本格転換）

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋 9



令和６年度 道路関係予算概要（予防保全型メンテナンスへの本格転換）

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋 10



令和６年度 道路関係予算概要（予防保全型メンテナンスへの本格転換）

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋 11



令和６年度 道路関係予算概要（道路システムのＤＸ）

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋 12



令和６年度 道路関係予算概要（道路システムのＤＸ）

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋 13



【参考】防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋 14



【参考】道路施設の点検・修繕等措置の状況

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋
15



資料－２

２．定期点検要領の改訂について

16



定期点検要領の改訂（概要・ポイント）

道路保全企画Gからの連絡事項

17



定期点検要領の改訂（概要・ポイント）

１）点検の質
①診断結果のばらつき
②診断の根拠が不明
③措置の妥当性

２）点検の負担
①点検データの活用が不十分
②技術者不足
③新技術の活用が不十分

１）点検の質の確保
①診断（性能の推定）の記録方法の変更
・『性能の推定（見立て）』の記録の追加
→診断過程の見える化
・定期点検結果記録要領（別冊１）
→診断に関する専門的内容

２）点検の効率化・合理化
①点検項目・記録の合理化、記号化（様式の変更）
・主たる構成要素
→①上部構造、②下部構造、③上下部接続部
・想定する状況
→①活荷重、②地震、③豪雨・出水
・点検時点の技術的評価
→Ａ：問題なし
B：致命的でない程度
C：致命的な状態で判定

・橋全体の健全性評価
（部材の判定区分による橋全体の評価の削除）
②所見（様式３）追加
（変状の原因、次回点検までの状態、措置必要性）
③点検計画の策定
・点検支援技術活用において定期計画策定要領の
策定

・１月下旬～２月２６日
各道路管理者（自治体等）への意見照会
・３月上中旬
定期点検要領の改定（自治体への通知）

定期点検の課題
対応策

今後の予定
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第19回道路技術小委員会（令和5年10月2日）資料 抜粋 19



第19回道路技術小委員会（令和5年10月2日）資料 抜粋 20



第２０回道路技術小委員会（令和6年1月19日）資料 抜粋 21



第２０回道路技術小委員会（令和6年1月19日）資料 抜粋 22



第２０回道路技術小委員会（令和6年1月19日）資料 抜粋 23



第２０回道路技術小委員会（令和6年1月19日）資料 抜粋 24



第２０回道路技術小委員会（令和6年1月19日）資料 抜粋 25



第２０回道路技術小委員会（令和6年1月19日）資料 抜粋 26



第２０回道路技術小委員会（令和6年1月19日）資料 抜粋 27



第２０回道路技術小委員会（令和6年1月19日）資料 抜粋 28



資料－３

３．点検支援技術の活用事例と課題について
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東津和野大橋における新技術活用事例（１／２）

橋梁概要

橋名：東津和野大橋（国道９号）
橋長：180.0ｍ
橋梁形式：鋼単純合成鈑桁橋、鋼
単純トラス橋
対象部位・部材：橋脚、橋台
対象とする変状の種類
：ひびわれ

全景写真 図面等
（活用箇所、範囲が分かるもの）

従来点検 新技術活用点検ロープ高所作業による近接目視
全方向衝突回避センサーを有
する小型ドローン技術

点 検

：活用範囲

小型ドローン
による写真撮影

・ロープ高所作業に
よる近接目視

【全方向衝突回避センサーを有する小型ドローン技術】
NETIS登録番号 BR０１０００９－V００２０

浜田河川国道事務所
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点検支援技術

ドローン

従来技術

ロープ高所作業

現地点検 調書作成 機械経費 交通規制費

新技術の具体的な効果や活用にあたっての課題点検支援技術従来技術項目

・ドローンのカメラ映像による損傷の確認となることから、「うき」
の検出には、従来技術や他の技術の併用が必要

点検用ドローン

による写真撮影

近接目視・

損傷の把握
外業

・現地で記録した野帳と撮影した写真から点検調書を作成する
ため従来技術と同様

点検調書作成点検調書作成内業

・ロープ高所作業分は、全て外業として取り扱う。点検支援技術
はオペレータ費用＋機材賃料に区分。

ドローンロープ高所作業
(その他比
較)

・全体費用を約5％低減することができた１，２８０千円１，３５０千円合計金額

・点検支援技術の現地作業日数は、１．０日低減１．５日２．５日工程

東津和野大橋における新技術活用事例（２／２）

点検支援技術の活用箇所におけるコスト比較

点 検

全体費用の低減
（従来技術に比べて約5％低減）

※今回は従来技術と比較するとコ
スト削減となる結果となっているが、
現地の状況や他のドローン点検技
術を使用した場合、従来点検と比
較してコストが高くなる場合もある。
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橋梁点検（床版）における新技術活用事例（１／２）

橋梁概要

橋名：開明橋と常盤橋（国道５４号）
橋長：31.5ｍと22.3m
橋梁形式：単純鋼合成鈑桁橋
対象部位・部材：床版上面
対象とする変状の種類
：その他（床版の土砂化）

従来点検 新技術活用点検（点検方法の説明） （点検方法の説明）

点 検

・点検員が点検ハンマー等で舗装表面を
20～30cm間隔で打音し、異音を検知

・車載型の装置で橋面を走行し、データを取得
→解析結果から土砂化の疑いを検知

◇ BR020010-V0323

現況写真【開明橋】

点検支援技術活用部位

三次河川国道事務所
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新技術の具体的な効果や活用にあたっての課題点検支援技術従来技術項目

・交通規制が不要なため、安全に作業が可能
・雨天時は対応困難

車載型装置

での走行

舗装の

打音検査
外業

・カメラ撮影結果と解析結果を照合するため、正確な異常箇所を
把握可能

システムで

データ解析

現場スケッチを

手作業で図化
内業

・従来技術では異音の検知のみで床版上面の状態把握は困難
であるが、新技術では把握が可能⇒床版抜け落ちの傾向を把握

床版上面の

状態を把握

床版上面の

状態は不明

(その他
比較)

・約20％のコスト縮減を達成
1,000千円
【2橋分】

1,200千円
【2橋分】

合計金額

・解析結果を技術者が確認し微修正する作業が発生する11日【2橋分】12日【2橋分】工程

橋梁点検（床版）における新技術活用事例（２／２）

点検支援技術の活用箇所におけるコスト比較

点 検

従来技術
舗装の打音検査

点検支援技術
車載型装置での走行

全体費用の低減
（従来技術に比べて約20%低減）

今回は従来技術と比較するとコスト削減
となる結果となっているが、現地の状況
や他の点検技術を使用した場合、従来点
検と比較してコストが高くなる場合もある。

33



34



35



36



③NETIS登録番号
②点検支援技術
性能カタログ（案）
技術番号

①点検支援技術の活用実績

BR010043-V0123

【橋梁】
技術名称：360度周囲を認識するドローンを用いた

橋梁点検支援技術（Skydio）
ひびわれの自動検出ソフト使用
ソフトウエア名：富士フイルム株式会社

「社会インフラ画像診断サービス ひびみっけ」
その他、橋梁点検ロボットカメラを活用予定

島 根 県

BR010026-V0223
【橋梁】
技術名称：ドローン・AIを活用した

橋梁点検・調書作成支援技術
松 江 市

BRO10009－V0323
【橋梁】
技術名称：全方向衝突回避センサーを有する

小型ドローン技術
出 雲 市

SK-160013-ATN010004－V0423
【トンネル】
技術名称：高性能走行型測定車 スマートイーグル type-T

道路性状測定車両イーグル(L&Lシステム)
益 田 市

KT-210005-A
特願2019-226513

BR020005-V0221
（旧カタログ番号）

【橋梁】
技術名称：ポール打検機
ロープアクセスとの比較により、安価であったため、採用

安 来 市

BR010026-V0223
【橋梁】
技術名称：ドローン・AIを活用した

橋梁点検・調書作成支援技術
奥出雲町

BR010026-V0223
【橋梁】
技術名称：ドローン・AIを活用した

橋梁点検・調書作成支援技術
吉 賀 町

BR010026-V0223
【橋梁】※来年度点検業務の際活用予定
技術名称：画像計測技術西ノ島町

○各道路管理者の点検支援技術の活用実績一覧○各道路管理者の点検支援技術の活用実績一覧
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点検支援技術の活用実績

島根県■活用技術
360度周囲を認識するドローンを用いた橋梁点検支援技術（Skydio）
登録番号：BR010043-V0123

■今後活用していく上で課題と感じたこと
AIによるひび割れ検出について、現場条件等に応じて誤差が含まれる可能性があることを認識した
上でキャリブレーションなどの精度確認を予め決めておく必要がある。

■点検支援技術を活用した工程

損傷確認
（ドローン）
損傷確認
（ドローン）

現場記録
（ドローン）
現場記録
（ドローン）

損傷図作成
（AIによるひび割れ検出）

損傷図作成
（AIによるひび割れ検出） 調書作成調書作成

本技術の活用範囲
現場作業 室内作業

■点検支援技術の活用効果
・従来点検と比較して点検費用が安価となった。
・作業員の安全性が向上した。
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点検支援技術の活用実績

松江市、奥出雲町、吉賀町■活用技術
ドローン・AIを活用した橋梁点検・調書作成支援技術
登録番号： BR010026-V0223

■今後活用していく上で課題と感じたこと
・どのようなケースで点検技術が使えるのか、活用事例が少ないため、点検支援技術の選
定が難しい。
・発注段階において、点検支援技術の仕様書を作成することが難しい

中海大橋(松江市) 大曲大橋(奥出雲町)

■点検支援技術を活用した工程

■点検支援技術の活用効果
・従来点検と比較して点検費用が安価となった。
・道路の交通規制が不要となり地域生活への影響が軽減出来た。

損傷確認
（ドローン）
損傷確認

（ドローン）
現場記録
（ドローン）
現場記録
（ドローン）

損傷図作成
（AIによるひび割れ検出）

損傷図作成
（AIによるひび割れ検出） 調書作成調書作成

現場作業 室内作業
本技術の活用範囲

相生橋歩道橋(吉賀町)
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点検支援技術の活用実績

出雲市
■活用技術
全方向衝突回避センサーを有する小型ドローン技術
登録番号：BR010009-V0323

■今後活用していく上で課題と感じたこと
・天気の影響や飛行時間に限りがあり、工程がずれることがある。
・写真等が多く、データが大きくなるため、１枚のCDに報告書等が入りきらない。

南神立橋■点検支援技術を活用した工程

損傷確認
（ドローン）
損傷確認

（ドローン）
現場記録
（ドローン）
現場記録
（ドローン）

損傷図作成
（AIによるひび割れ検出）

損傷図作成
（AIによるひび割れ検出） 調書作成調書作成

現場作業 室内作業本技術の活用範囲

■点検支援技術の活用効果
・従来点検と比較して点検費用が安価となった。
・作業員の安全性が向上した。
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点検支援技術の活用実績

安来市
■活用技術
ポール打検機
登録番号：BR020005-V0221（旧カタログ番号）
【NETIS登録番号：KT-210005-A、特願2019-226513】

■今後活用していく上で課題と感じたこと
・選定段階において、経済性のみを考慮すると活用できる橋梁が少ない。

■点検支援技術を活用した工程

損傷確認
（ポール打検機）
損傷確認

（ポール打検機）
現場記録

（従来どおり）
現場記録

（従来どおり）
損傷図作成

（従来どおり）
損傷図作成

（従来どおり） 調書作成調書作成

現場作業 室内作業
本技術の活用範囲

■点検支援技術の活用効果
・作業員の安全性が向上した。
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点検支援技術の活用実績

益田市■活用技術
道路性状測定車両イーグル(トンネル形状計測)
登録番号：TN020002－V0323

■今後活用していく上で課題と感じたこと
・現在、検証中

藤ケ峠トンネル

■点検支援技術を活用した工程

損傷確認
（トンネル点検車）

損傷確認
（トンネル点検車）

現場記録
（測定車両）
現場記録
（測定車両）

損傷図作成
（画像専用ソフトにより検出）

損傷図作成
（画像専用ソフトにより検出） 調書作成調書作成

現場作業 室内作業本技術の活用範囲

■点検支援技術の活用効果
・従来点検と比較して点検費用が安価となった。点検結果の品質が向上した。
・道路の交通規制が不要となり地域生活への影響が軽減出来た。
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点検支援技術の活用に関する課題と対応案
令和５年度の島根県道路メンテナンス会議(実務担当者会議)において、点検支援技術の活用に関する課題と対応案
について整理した結果をまとめた。

参考資料事務局の回答意見を出した機関点検支援技術に関する課題

【｢連絡調整｣資料１】
新技術利用のガイドラ
イン（案）の「精度管
理計画」を参照

直轄の場合は、１橋梁あたり
１回のキャリブレーションを
実施し、適切にA1ひびわれが
検出できる条件を設定し、そ
の条件に留意して現地作業を
行うようにしている。

島根県

A1ひびわれ検出について、
写真を撮る時に被写体から
の距離によって適切にひび
われが検出されない場合が
ある。国ではどのように対
応しているのか？

精度管理
について

【｢連絡調整｣資料１】
「点検支援技術が有利
になるケース」を参照

会議資料中の「点検支援技術
が有利になるケース」などを
参考にしていただければと思
う。

松江市、浜田市、江津市、
雲南市、飯南町、美郷町、
吉賀町、西ノ島町、知夫
村、隠岐の島町

どのようなケースで点検技
術が使えるのか？フロー
チャートのようなものがあ
れば助かる。

技術選定
について

【｢連絡調整｣資料１】
特記仕様書（例）を参
照

直轄の特記仕様書例を用いて
説明。

松江市、奥出雲町、美郷
町、津和野町、吉賀町、
西ノ島町

点検支援技術を発注する際
の仕様書の例があれば提供
してほしい。

仕様書に
ついて

特になし

なるべく長い工期を確保する
ように、留意して、その中で
時期を調整してもらっている。

出雲市
天気影響や飛行時間に限り
があり、工程がずれること
があり、工程管理が難しい。

現場条件

特になし
データ量についてはＣＤ枚数
を増やしてもらう対応をして
いる。

出雲市
写真等が多く、データが大
きくなるため、１枚のCDに
報告書等が入りきらない。

成果の
納品 43



資料－４

４．自治体支援の取組について
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自治体支援の取り組み
■R5年度の実績

■R6年度の予定

日時 開催場所 主催 参加人数

ＶＲを活用した橋梁点検講習会 R5.6.13
国土交通省
浜田河川国道事務所

中国道路メンテナンスセンター
９名

(国５名、県３名、市町村１名)

橋梁点検実務研修 R5.6.5 島根県庁 島根県
２４名

(県１３名、市町村１１名)

公共土木施設長寿命化研修 R5.6.12～14 島根県庁 島根県
３５名

(県２７名、市町村８名)

橋梁直営点検定期講習会
R5.9～R5.10
（全８回）

各県土整備事務所 島根県
１８６名

(県１３５名、市町村５１名)

点検支援技術活用見学会 R5.10.3
E５４（尾道松江線）
広島県庄原市
口和IC付近

島根県道路メンテナンス会議事務局
(三次河川国道)

２０名
(雲南市３名、広島県自治体１４名、国３名)

点検支援技術活用見学会 R5.11.17
国道９号（山陰道）
松江市内

島根県道路メンテナンス会議事務局
(松江国道)

２４名
(国５名,県１２名,市町村７名)

橋梁管理実務者講習会 R5.1～R5.9 WEB講習会 中国道路メンテナンスセンター

日時 開催場所 主催 参加人数

ＶＲを活用した橋梁点検講習会 R6.5～ 調整中 中国道路メンテナンスセンター

橋梁点検実務研修 R6.5～ 島根県庁 島根県

公共土木施設長寿命化研修 R6.6～ 島根県庁 島根県

橋梁直営点検定期講習会
R6.9～R6.10
（全８回）

各県土整備事務所 島根県

点検支援技術活用見学会 R6.10
E５４（尾道松江線）
雲南市内、庄原市内

島根県道路メンテナンス会議事務局
(三次河川国道)

点検支援技術活用見学会 R6.11 浜田市内
島根県道路メンテナンス会議事務局
(浜田河川国道)

点検支援技術活用見学会 R6.11 松江市内
島根県道路メンテナンス会議事務局
(松江国道)

橋梁管理実務者講習会 R6.3～ WEB講習会 中国道路メンテナンスセンター 45



点検支援技術活用見学会の開催結果

日 時：令和５年１１月１７日
場 所：国道９号新玉湯大橋の高架下(島根県松江市)
参加者：自治体１９名、松江国道５名

日 時：令和５年１０月３日
場 所：E54(尾道松江線)口和IC付近(広島県庄原市)
参加者：雲南市３名、広島県自治体１４名、三次河川国道３名
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点検支援技術活用見学会の開催結果（三次河川国道）

■無人航空機(マルチコプター) を利用した
橋梁点検画像取得装置(BR010039-V0123)

撮影写真画像（ひびわれ状況） 47



点検支援技術活用見学会の開催結果（松江国道）
■ＭＣＳによる３Ｄデータを活用した
橋梁点検技術(BR010038-V0123)

■橋梁点検支援ロボット(視る診る・スタンダー
ド・ハイグレード・mini)+橋梁点検調書作成支援
システム（ひびわれ）(BR010018-V0423)
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